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概 要 

【主 催】 
  ユネスコ 
  文部科学省 
  日本ユネスコ国内委員会 
  岡山市 
  公益財団法人 五井平和財団 

【日 程】 
  ２０１４年１１月７日（金） 

【会 場】 
  岡山国際交流センター 



概 要 

【参加者】 
  世界各地でＥＳＤを実践する１８～３５歳若者・約５０名 

【募集方法】 
  ・ユネスコ世界会議ウェブサイト 
  ・ユネスコのユースネットワーク 
  ・世界のＥＳＤ・ユース関連団体 
 
【オブザーバー】 
  岡山市を中心に数十名程度のオブザーバーが参加予定 



目的と成果物 

【目 的】 
 １．世界各地でESDを実践する若者が集い、それぞれの 
   経験、知識、アイデアを共有し学び合う。 
 

 ２．若者ならではの革新的な取り組みを特に重視し、 
   ESDの推進力としての若者の活動をハイライトする。 
 

 ３．若者の間にESDをさらに普及し、参加を加速する。 
 

 ４．2014年以降、ESDを推進するための提言をまとめる。 
 

【成果物】 
  世界会議（愛知県名古屋市）にインプットする提言を 
  取りまとめる。 
 

  



スケジュール 

11月06日(木) オリエンテーション 
           岡山市オープニングセレモニー 

11月07日(金) ユース・コンファレンス 
           岡山市長歓迎レセプション 

11月08日(土) エクスカーション 

11月09日(日) 移動日 

11月10日(月) 世界会議（愛知県名古屋市）にて代表者が 
           提言を発表          



【参考】 ESD 日本ユース・コンファレンス 

日 程  2014年 2月 16日（日） 

会 場  国立オリンピック記念青少年総合センター（東京） 

参加者  日本国内でESDを実践する若者・約40名 

目 的  １．専門分野やセクターを越え、ESDを実践する 
        若者が集い、互いの実践から学び合う。 
      ２．ユネスコ世界会議に向け、日本から世界に 
        発信するビジョンを共創する。 
      ３．ESDの更なる推進に向けて、国内における 
        若いESD実践者のネットワークを広げる。 


